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ジオパークとは地球活動の遺産を主な

見どころとする自然の中の公園です。

ユネスコの支援により設立された世界

ジオパークネットワークにより、世界

各国で推進されています。

箱根火山は、世界的に見てもたいへん

有名な火山です。豊かな自然と密接した

歴史があることから、まさにジオ

パークに相
ふ さ わ

応しい地域と言えます。箱根ジオパークとは

東と西を
つなぐ
歴史のみち

北と南を
つなぐ

自然のみち

この地域は、伊豆・小
お

笠
が さ

原
わ ら

弧
こ

が本
ほ ん

州
しゅう

弧
こ

に
衝突したプレートの境界域に位置すること
と、その中心である箱根火山が、南北に
のびる天然の障壁をなしていることです。
箱根火山は、その北に連なる足柄山地・
丹沢山地をはじめとする※フォッサマグ
ナ地域と、その南に連なる伊豆半島から
伊豆・小笠原諸島の自然をつなぐみちに
位置します。

日本の歴史を形作ってきた足柄道や東海道は、
東西を結ぶ大動脈です。そして、戦国時代の
小田原城や石垣山一夜城、中世から始まり
江戸時代に隆盛を迎えた石材採掘、江戸時
代の箱根関所跡などは、かつてあった東西
の摩擦や緊張を今に伝えています。まさに
本地域は、古代からの日本の東と西の文化を
つなぐ歴史のみちに位置するのです。

※日本の主要な地溝帯の一つで、地質学においては東北日本と西南日本の境目となる地帯。
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箱根ジオパークを歩こう
金太郎伝説をたどるコース

  3 … コース案内

  4 … 箱根火山の自然と歴史のあゆみ

  6 … コースマップ

  8 … 南足柄市の成り立ち

  9 … １ 足柄万葉公園

10 … ２ 足柄明神／３ 足柄峠（足柄城址）

11 … ４ 足柄古道／５ 地蔵堂

12 … ６ 金太郎遊び石／蛤沢周辺

13 … ７ 足柄層群の露頭／８ 夕日の滝

14 … 本コースに含まれない他のジオサイト

15 … 立ち寄りスポット

　箱根火山は、約 40 万年前から活動を始めましたが、それ以前は伊豆半
島の基になった火山島の一部でした。それがプレートの活動により北上し、
およそ 100 万年前に本州に衝突しました。現在の南足柄市がある地域は、
伊豆半島と本州の間の海に堆積した地層である「足柄層群」が、プレート
の圧力により隆起し、陸地になった場所です。その後活動を始めた箱根火
山や富士火山の噴出物が、その上を覆っています。
　2016 年に南足柄市が箱根ジオパークへ編入したことにより、箱根火山
より古い地層である足柄層群が観察できる地蔵堂地区などのジオサイト
が新たに加わりました。
　このコースは、プレートの動きや火山の活動によるダイナミックな大
地の動きを体感できるだけでなく、東海道よりも古くからの官道であっ
た「足柄道」や、小田原北条氏の支城があった「足柄峠」、そして現代ま
で伝わる金太郎伝説といった歴史や文化を学ぶこともできます。
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年（
平
成
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年
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南
足
柄
市
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箱
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ジ
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ー
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編
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成
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年
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涌
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蒸
気
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湯
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湯
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澤
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４
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火
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箱根火山の自然と歴史のあゆみ

南郷山からのパノラマ 幕山の梅林と柱状節理 三ツ石海岸

湯河原火山噴出物がつくる不動滝カツラゴ海岸の真鶴溶岩 夕日の滝
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矢倉岳

■は、このガイドパンフのコースで見ることができます。
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地質図は日本地質学会国立公園地質リーフレット
「箱根火山」を引用、加筆

南足柄市の成り立ち
　　　　　― 伊豆の衝突 ―1

2

歴史的背景

　地球の表面は、十数枚のプレートと呼ば
れる岩盤からできていて、それぞれが別々
の方向に少しずつ動いています。
これらが衝突し、隆起することにより山が
できたり、一方が沈み込むことで海溝がで
きるといった大地の変動が起きます。
　箱根ジオパークのエリアは、伊豆半島の
基になった火山島の一部として、現在より
も南の海にありました。この火山島は「伊豆地塊」と呼ばれ、フィリピン海プレー
トの活動により、少しずつ北に動いていました。今から 200 万年ほど前には本
州に近付き、伊豆と本州の間には陸地から流れこんだ礫

れき

や砂、泥などが堆積して、
「足柄層群」と呼ばれる地層ができました。海が堆積物によって埋め立てられた

ために、およそ100万年前には本州と伊豆が地続きになりました。その後もプレー
トの運動によってこの地域は隆起し、「足柄山地」が誕生しました。
　ジオサイト Mi ４「 蛤

はまぐり

沢
さわ

周辺」は地蔵堂地区の山中で、かつて海だった場所
が隆起したことにより、ハマグリなどの化石が見つかった場所です。
　また、「矢倉岳」は、およそ 115 万年前に足柄層群の中へ貫入したマグマが
噴火せず、地下で冷え固まってできた深成岩で、プレートの運動により隆起し、
侵食されたことにより現在の形になりました。

　箱根火山は約 40 万年前
から活動を始め、足柄層群
の上を溶岩や火山灰などの
火山噴出物が覆いました。
地蔵堂地区周辺では、およ
そ 40 万年から 30 万年前に
噴出した金

きん

時
とき

山
やま

を構成して
いる溶岩（金時山溶岩）や、
さらに金時山の下にある溶
岩（ 狩川 溶 岩） といった、
箱根火山でも比較的古い溶
岩が観察できます。

箱根火山の活動
　　　― 足柄層群の隆起 ―
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足柄万葉公園からの眺め

万葉公園

狩川溶岩

石英閃緑岩

※矢倉岳の深成岩はごま塩のような
模様が特徴で、石

せき

英
えい

閃
せん

緑
りょく

岩
がん

と呼ばれ
ています。

足柄の　御
み

坂
さか

に立して　袖
そで

振
ふ

らば

家
いは

なる妹
いも

（※）は　清
さや

にみもかも
（※妹＝妻）

足柄万葉公園
足柄万葉公園からの眺め

金太郎伝説をたどるコース

　大雄山駅からスタート地点である足柄万葉公園へ
タクシー等で向かいます。
　万葉公園は、万葉集に「足柄」に関わる歌が、
20 首近くあることから、万葉集を解説する歌碑を
設置しています。東国から「防

さき

人
もり

」（九州の防衛の
ために派遣された人）として西国に向かう際に、
東西の境界である足柄峠で故郷や家族との別れを
詠

よ

んだ歌碑が７つあります。

　駐車場付近から見ると、東側にジオサイト Mi2「矢
倉岳」が望めます。
　矢倉岳の山頂部は、深成岩という硬い岩でできてい
ます。約 115 万年前、海底に堆積していた足柄層群内
に貫入したマグマが噴火せず、冷え固まったものです。
　その後、プレートの運動によって隆起し侵食され
たことで現在の矢倉岳の形になりました。
　地下深くにてゆっくり冷え固まる深成岩としては極め
て若く、約 115 万年で現在の標高 870 ｍまで隆起して
いる例は、世界的にも非常にまれです。それだけこの地
域のプレート運動が激しかったことを物語っています。
　万葉公園からは矢倉岳に登ることができます。途
中の登山道付近に巨大な岩石がありますが、これ
は狩川溶岩と呼ばれる約 40 万年前の箱根火山の溶
岩です。近くの足柄峠は約 35 万年前の金時山溶岩
に覆われていますが、より標高が高いところに古い
時代の溶岩があるのは、プレートの運動によりこの
一帯が隆起しているからです。

1-1

1-2

足柄万葉公園

足柄万葉公園からの眺め
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足柄明神
足柄明神からの眺め
足柄峠（足柄城址）
足柄峠からの眺め

金太郎伝説をたどるコース

　古事記には、倭
やまとたけるのみこと

健 命（日本武尊）が東征の際に、白
い鹿に姿を変えた「坂の神・足柄明神」を倒したと伝え
られています。また妻の弟

おとたちばなひめのみこと

橘比売命（弟橘媛）を亡くし
たことから、この地で「吾

あ

妻
づま

はや！」（我
わ

が妻
つま

よ！）と叫ん
だことが「あずま」（東）の語源になったと伝わっています。
　このあたりは小田原北条氏の支城である足柄城
の一部で、明神曲

くる

輪
わ

と呼ばれます。入り口の鳥居近
くには、1707 年の富士火山の宝永噴火によって飛
ばされてきたスコリアが露出しています。

　南側には箱根火山の外輪山である明神ケ岳と金
きん

時
とき

山
やま

が見え、その奥に中央火口丘にある大
おお

涌
わく

谷の噴気
を見ることができます。東側には矢倉岳、その先に大
磯丘陵や相模湾を望めます。東側にはジオサイト Mi2

「矢倉岳」、遠くの足柄平野の先には相模湾や、大磯丘
陵を望むことができます。その辺りに、国府津－松田
断層があるとされ、北米プレートとフィリピン海プレー
トの境界は、足柄平野の下にあると考えられています。

　小田原北条氏の支城の一つだった足柄城があっ
た場所で、武田、豊臣に対する防衛の要衝でした。
豊臣の小田原攻めの際には、徳川軍の攻撃を受け、
戦わずして放棄されました。
　下の駐車場にある笛吹塚は、平安時代、笙

しょう

の名
人、源義光（新

しん

羅
ら

三郎義光）が戦に向かう途中、
豊原時秋に笙の秘曲を伝授したと伝わる場所です。

　富士山が裾野までよく見え、愛
あし

鷹
たか

山、箱根火山
と続く山々の比較ができます。

2-1

2-2

3-1

3-2

足柄明神

足柄明神からの眺め

足柄峠（足柄城址）ジオサイト Mi １

足柄峠からの眺め

足柄明神

足柄明神からの眺め

足柄城址

足柄峠からの眺め

※�スコリアとは、火山噴出物の一種で
多孔質で暗色のものをいいます。

遠く神山（左）の山腹に大涌谷が見え
ます。手前右は金時山。
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足柄古道
地蔵堂

　足柄峠のトイレがある広場の向かい側から、足
柄古道に入ります。
　所々でつづら折りの県道と交差しながら通ってお
り、東海道よりも古くから「官道」として使われて
いました。「更

さら

科
しな

日記」には作者「菅
すが

原
わら

孝
たか

標
すえの

女
むすめ

」が
京都に帰る際に通った足柄山の描写があります。
　平安時代の富士山の延暦大噴火により足柄峠が
通行不能となると迂回路として箱根を通る街道の
箱根ルートが整備され、一時的に利用されました。
箱根ルートが良く使われるようになるのは、鎌倉時
代以降です。
　江戸時代以降は、一般的に東海道が利用され、
足柄道は主に物資の運搬に使われました。足柄道
の方が勾配は緩やかです。矢倉沢に関所がありま
すが、箱根関所と違いそれほど厳しくありません。
　足柄道は時代によりルートが変わり、江戸時代以
降は矢倉沢往還として使われ、富士講、大山講な
どの参拝客で賑わいました。

　地蔵堂には、足柄地蔵尊が祀られています。ご
本尊は鎌倉時代の製作と言われる木造地蔵菩薩立
像で、入

いり

母
も

屋
や

作りの厨
ず

子
し

と共に県の重要文化財に
指定されています。秘仏でご開帳は 60 年に一度
とされています。

4 足柄道（足柄古道）ジオサイト Mi １

5 地蔵堂

万葉うどん
夕日の滝近くの湧水を浄水し、こね上げた麺と、自然の素材を贅沢
に使った旨いだしでいただく手打ちうどんは絶品です。

　左手には箱根外輪山の一つである金時山（1212
ｍ）が見えます。金時山はこの足柄峠から尾根でつ
ながっており、ここを経由して金時山登山を楽しむ
人が多く見られます。

地蔵堂

万葉うどん

足柄古道
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金太郎遊び石
蛤沢周辺

金太郎伝説をたどるコース

金太郎遊び石

ハマグリ化石

歌川芳虎　坂田金時

所蔵　南足柄市郷土資料館

所蔵　南足柄市郷土資料館

　地蔵堂には金太郎伝説があり、近くに生家跡が
あります。この家の主、四万長者の娘「八

や

重
え

桐
ぎり

」が
嫁ぎ先から戻って、金太郎を生み、夕日の滝で産湯
をつかったと言われています。金太郎は成人した後
に、足柄峠を通った源頼光に力量を認められ家来
になります。坂

さか

田
たの

金
きん

時
とき

と改名して京へ上り、頼光の
四天王の一人となって酒

しゅ

呑
てん

童
どう

子
じ

を退治しました。
　生家跡そばに金太郎が投げたと伝わる遊び石が
あります。遊び石を観察すると、ゴツゴツした礫

れき

が
混ざっているのが分かります。これは凝

ぎょう

灰
かい

岩
がん

と呼ば
れ、大小の礫が火山灰などと一緒に固まってでき
たものです。夕日の滝の上流部でも同様の石が見ら
れ、箱根火山の火山噴出物が固まってできた地層
の一部が運ばれ、残されたものだと考えられます。
　金太郎伝説は南足柄市だけでなく、静岡県小山
町をはじめ全国各地にあります。

　ジオサイト Mi4「蛤沢周辺」の解説板が設置して
あります。昔、この周辺でハマグリなどの化石が見
つかり、蛤沢と呼ばれてきました。
　江戸時代に書かれた「新

しん

編
ぺん

相
さがみのくに

模国風
ふ

土
ど

記
き

稿
こう

」には、
地蔵堂の産品として「石

いし

蛤
はまぐり

」の名で紹介されています。
　このハマグリ化石は現在のハマグリと同種のもの
と言われています。

6-1

6-2

金太郎遊び石

蛤
はまぐり

沢
さわ

周辺　ジオサイト Mi ４

金太郎の遊び石休憩所
地域の住民が「金太郎の力水」で淹

い

れたお茶やコーヒーの他、地元
の特産品を販売しています。営業時期は随時で冬季はお休みです。
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足柄層群の露頭
夕日の滝

　キャンプ場の駐車場の近くに、足柄層群の露頭
がありますが、プレートの運動により隆起したこ
とで、地層が垂直になっているのが分かります。
　また、岩石が玉ねぎのように同心円状に風化し
ていく「玉ねぎ状構造」が観察できます。

　ジオサイト Mi3「夕日の滝」酒匂川の支流、内
川の上流部にかかる滝です。
●滝の成り立ち
　①　堆積岩である足柄層群の上に、箱根火山の
　　　溶岩や火山灰などが堆積しました。
　②　夕日の滝断層が東西に走り、下流部である
　　　北側が隆起しました。
　③　下流部のやわらかい足柄層群が侵食され、
　　　滝が形成されました。
　滝の向こう側が箱根火山堆積物（硬い）、手前
側が足柄層群（やわらかい）です。
　夏は水遊びなどの親子連れで賑わい、冬季には
凍結し、多くのカメラマンが訪れます。
　１月中旬の昼過ぎ頃に、滝口の上を太陽が通り過
ぎ、あたかも夕日が滝に落ちたように見えます。また、
金太郎が産湯をつかったという伝説が伝わります。
　大雄山駅への帰路は、「地蔵堂」バス停から箱根登
山バス「関本」行きを利用できますが、運行本数が
限られるため、事前に時刻表の確認をお願いします。

7 足柄層群の露頭

8 夕日の滝　ジオサイト Mi ３

金太郎の力水
赤い橋を渡った左側、金太郎の歌碑の横にある水飲み場です。この
水は夕日の滝近くの湧水を浄水したものです。

夕日の滝

足柄群層の露頭
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本コースに含まれない
　　　　　　他のジオサイト

本コースに含まれない他のジオサイト

〇文
ぶ ん

命
め い

堤
づつみ

（Mi5）
　この周辺の崖は、約6万6千年前に大噴火し
た箱根火山の火砕流が堆積した大地を、酒匂川
が侵食したことでできました。また、川の氾濫
を防ぐため周囲の崖に流れを当て、勢いを弱め
る構造になっています。

〇最乗寺と杉林（Mi6）
　箱根外輪山である明神ヶ岳の中腹に立つ曹洞

宗の名刹です。開山は了
りょう

庵
あ ん

慧
え

明
みょう

禅
ぜん

師
じ

であり、寺
の造営に深く関わった道

ど う

了
りょう

は天狗となって寺を
守っていると伝わっています。境内には約17
万本もの杉が植林されています。

〇清
せ い

左
ざ

衛
え

門
も ん

地
じ

獄
ご く

池
い け

（Mi7）
　箱根外輪山を水源として、一日に1万3千ト
ンもの湧水量を持つ泉です。
　昔、この地を開いた加藤清左衛門が水源を探
しに来た際に乗っていた馬もろとも穴に落ち、
そこから泉が湧きだしたという伝説からこの名
前がつきました。

〇御
み

嶽
た け

神社と矢
や

佐
さ

芝
し ば

石
い し

丁
ちょう

場
ば

（Mi8）
　三竹の地名の由来になっている神社で、平安
時代の建立と言われています。
　鳥居杉とスダジイなどの社叢

そ う

林は、貴重な常
緑広葉樹林として県の天然記念物に指定されて
います。また周辺地域には江戸時代初期に小田
原城などの石垣に使うため石を切り出した石丁
場があります。

文命堤

大雄山最乗寺

清左衛門地獄池

御嶽神社と矢佐芝石丁場
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立ち寄りスポット南足柄
Minami
ashigara

※祭、イベントの開催は、

　変更される場合があります。

ミナミ
アシガラカレンダー

１月  大雄山最乗寺初詣

２月 大雄山最乗寺豆まき 

郷土資料館・ 
　森のひな祭り

３月  春めき桜まつり

５月  金太郎藤まつり 

福沢神社祭礼

     夕日の滝びらき

     足柄金太郎まつり

９月  足柄峠笛まつり 

酔芙蓉まつり

11月 ざる菊祭り

南足柄市郷土資料館
開館時間　９：00 ～ 16：30
南足柄市広町 1544
電話　0465-73-4570
ht tp: //ht tp: //w w w.cit y.minamiashigara .
kanagawa.jp/kurashi/manabi/bunka/kyoudo/

〒 250-0192   神奈川県南足柄市関本 440（南足柄市役所内）
Tel ： 0465（73）8001
http://www.hakone-geopark.jp/area-guide/minamiashigar a /

箱根・小田原・真鶴・湯河原ガイド

南足柄ジオガイドの会

ガイドさんと
ジオ旅に
行こう！

箱根観光ガイド協会（箱根町観光協会内）… ……………………… Tel：0460（85）5443
自然公園財団箱根支部（箱根ボランティア解説員連絡会）… Tel：0460（84）5720
NPO法人　小田原ガイド協会… …………………………………… Tel：0465（22）8800
真鶴観光ボランティアガイド（真鶴町観光協会内）… ……………… Tel：0465（68）2543
湯河原まちづくりボランティア協会（湯河原町役場内）………… Tel：0465（63）2111

 時間が無くても安心！
　おまかせください、ご希望の時間とリクエストに合わせ、
いつもと違う（非日常）あなただけの実りあるジオサイトプラ
ンをご提案します。

 もっと知りたい！
　あなたのまだ知らない「ところ・もの・こと」にきっと出会
えます、わくわくしながら「いいね！」を一緒に見つけ、ふれ
あい・親しみ・楽しく学びましょう！

 多彩なウォーキング
コース
　園児からご年配の
方まで、季節ごとに
あなたのお気に入り
の居場所を探しなが
ら、おいしい水と深
呼吸を誘う自然豊か
な足柄路をゆったり
散策しましょう！

８月

７月
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私たちは箱根ジオパークを応援しています！

製作 南足柄ジオガイドの会
箱根ジオパーク推進協議会 2024

事務局（箱根町企画課  ジオパーク推進室内）
TEL.0460-85-9560  http://www.hakone-geopark.jp/


